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クロード＝アシル・ドビュッシーClaude- Achille Debussy (1862- 1918)は、1915















ッシーより以前に出版されたカール・ミクリ Carl Mikuli （1819- 1897）校訂のシャー






ッシーが書き込んだ指使いの数字はない 2。《ピアノのための 12 の練習曲 Douze Études 
pour piano 》（以下《練習曲》）の作業用自筆手稿には指使いが認められたが 3、自筆稿と




2 沼田（1996：5）  










演奏の美学や音楽観を考察する稀有な材料といえる。さらにマルグリット・ロン 5  





                                                   
のために》、第 9 曲《反復音のために》においてそれぞれ 2 箇所ずつ合計 4 箇所において指使いが認められた。次
ページ脚注に楽譜を掲載。〈3 度音程のための〉の 59、62 小節目と〈同音連打のための〉の 49 小節目に指使いが
書かれていた。  
 









6 ロン（2008：63）  
4 
新しい側面からドビュッシーの演奏美学を明らかにすることを目的とする。また、ドビュ
ッシーの《練習曲》に指使いが付加されている数少ない校訂版 3 点の指使いの検証も行う。 
これまでドビュッシーの作曲書法から彼の音楽観は多く研究されているが、指使いの
観点から考察されたものは、ショパン作品の校訂版について論じられた次の 3 点のみであ
























8 Wu（1995：63）  
9 青柳（2009：172）  


















化したのかを知るため、18 世紀から現代まで長い歴史を持つ出版社 3 社を選択し、楽譜出
版の歴史を調査する。その後、知人らの証言、幼少時のモテ・ド・フルールヴィル夫人
Madame Maute de Fleurville の教育、ドビュッシーがパリ音楽院で演奏した試験曲など
から、ドビュッシーのショパンへの思い入れを探る。第 1 章の最後でドビュッシーが参照
した版を書簡と校訂楽譜の序文から示し、本論で比較対象とする版を選定する。 





















































                                                   
11 Donald W.Krummel（1993:374）  




















いの記載がある例はほとんどないとされている。たとえば J.S.バッハ Johann Sebastian 
Bach（1685- 1750）の鍵盤曲の運指法を直接知ることができる材料は非常に少なく、彼自










はじまった 18 世紀中ごろから 20 世紀前半までに出版された楽譜の指使いの有無調査を行





                                                   
た。（上田昭（1976：59））  
15 橋本（2011：84）  
16 井上道子（2004：3）  




表 1-1 楽譜出版社一覧 
 
 
 筆者は表 1-1 の出版社の中から、18 世紀から現代にわたって長い歴史を持つ出版社を
3 社取り上げて、出版された楽譜の指使いの有無を調査した。調査の対象は表 1-1 より、
ブライトコプフ・ウント・ヘルテル社 Breitkopf&Härtel （ドイツ：ライプツィヒ 1719-）、
ショット社 Schott（ドイツ：マインツ 1770-）、リショー社 Richault （フランス：パリ
1805-）とした。参照楽譜は、ペトルッチ楽譜ライブラリー  International Music Score 
Library Project、IMSLP 18 （以後 IMSLP と表記する）に拠っている。鍵盤楽器、もしく
はそれを含む形態の作品を 3 社で合計 339 調査し、そのうち 124 の楽譜に指使いが認めら
れた。同じ出版社の中でも、年代、作曲家によって違いが見られた。以下が各出版社の年
                                                   
18 Edward W.Gu. International Music Score Library Project, IMSLP. http://imslp.org/. accessed September 7, 
2015.（主にパブリックドメインとなった楽譜や、著作権が継続していても、作曲者によって、共有が希望される
楽曲の楽譜などが無料で公開されているインターネットサイト。2015 年 8 月 17 日現在所収作品の作曲数は
13,000 人、そして 325,000 冊の楽譜を公開している。）  
創業 出版社名 国・都市
1719 Brei tkopf  und Härtel ドイツ・ライプツィヒ
1770 SCHOTT Mus ik  Internationa l  GmbH & Co.KG ドイツ・マインツ
1800 Edition Peters 西ドイツ／東ドイツ/イギリス／アメリカ
1805 R ichaul t フランス・パリ
1808 Casa Ricordi イタリア・ミラノ
1811 Novello&Co.,Ltd イギリス・ロンドン
1817 Musikverlag Doblinger オーストリア・ウィーン
1838 Bote & Bock ドイツ・ベルリン
1841 Alphonse Leduc. フランス・パリ
1847 Oxforn University press イギリス・ロンドン
1860 Chester Music イギリス・ロンドン
1861 G.Schirmer→Hal Leonard Publishing Corporation アメリカ・ニューヨーク
1869 Edi ti ons  Durand フランス・パリ
1872 Carl Fischer,Inc アメリカ・ニューヨーク
1886 Editions Salabert フランス・パリ
1901 Universal Edition オーストリア・ウィーン
1907 Editions Max Eschig フランス・パリ
1923 Bärenreiter-Verlag ドイツ
1928 Polskie Wydawnictwo Muzyczne ポーランド
1930 Boosey & Hawkes Music Publishers Limited イギリス／アメリカ
1948 G. Henle Verlag ドイツ・ミュンヘン
1954 VEB Deutscher Verlag für Musik ドイツ・ライプツィヒ
1964 Feber Music Ltd イギリス・ロンドン
10 
 
代ごとの指使いの有無のグラフである（グラフ 1-1,グラフ 1-2,グラフ 1-3）。IMSLP は、
著作権の切れた楽譜が人々の投稿によって集められているインターネットサイトであり、







調査したブライトコプフ版の 105 の楽譜のうち、指使いの記載があったのは 33、記載が









調査したショット版の 66 の楽譜のうち、指使いの記載があった楽譜は 24、なかった楽







リショー社の楽譜 162 のうち、指使いの記載があったのは 64、ないものは 98 だった。
指使いの記載は 1840 年代からみられるようになり、1850 年から急速に増えている。 
 































                                                   






ギリスからそれぞれ出版された。また、ヤン・エキエル Jan Ekier （1913- 2014）とパ




筆者は初版として Chopin’s First Editions Online (CFEO) 22の楽譜を参照した（表 1-2） 
 
表 1-2 Chopin’s First Editions Online で閲覧した初版譜の情報 
 
                                                   




足的なもの」に分けて資料が掲載されている。このカタログにおいて示される資料は、すべて National Edition に
おいて使用されている。（前田・多田（2010:177））  
22 http://cfeo.org.uk/index.html.accessed September 7, 2015. 
出版社 Paris:Maurice Schlesinger Leipzig.:Fr. Kistner London:Wessel & Co
出版年 1833年6月. 1833年8月 1835年–36年 (初刷は不明）
出版社 Paris:Maurice Schlesinger Leipzig:Breitkopf & Härtel London:Wessel & Co.
出版年 1837年10月 1837年10月 1837年10月14日.
出版社 Paris:Maurice Schlesinger Leipzig.:Fr. Kistner London:Wessel & Co.
出版年 1833年初旬 1833年1月.
1833年6月 (No. 3), 1840年～42年 (No. 1 & 2
（初刷不明)
出版社 Paris:Maurice Schlesinger Leipzig:Breitkopf & Härtel London:Wessel & Co.
出版社 Paris:Maurice Schlesinger Leipzig:Breitkopf & Härtel London:Wessel & Co.
出版年 1836年7月 1834年4月～5月 1837年（初刷不明）
出版社 Paris:Maurice Schlesinger Berlin:A. M. Schlesinger London:Wessel & Co.
出版年 1837年12月
1838年～40年3月 (No. 1), 1838年12
月 (No. 2)
1837年11月21日
出版社 Paris:E. Troupenas & Co. Leipzig:Breitkopf & Härtel London:Wessel & Co.
出版年 1840年6月 1840年6月～7月 1840年6月19日
出版社 Paris:Maurice Schlesinger. Leipzig:Breitkopf & Härtel. London:Wessel & Co..
出版年 1841年12月 1/1842–40.
1842年1月20日 (No. 1), 1843年～44年 (No. 2;
初刷不明).
出版社 Paris:Maurice Schlesinger Leipzig:Breitkopf & Härtel London:Wessel & Co.
出版年 1844年8月21日 1844年8月 1845年4月22日
出版社 Paris:Brandus & Co. Leipzig:Breitkopf & Härtel London:Wessel & Co.


















ン 23 Jim Samson（1946- ）によれば、ショパン没後の 19 世紀後半に出版された楽譜の
特徴は 2 つに分けられる 24。ひとつは校訂者の自由な解釈で校訂したもの、もう一方は
作曲者の意図を忠実に再現しようとするものである。サムスンはその 2 つの傾向を分類








                                                   
23 英国の音楽学者。2002 年よりロンドン大学ロイヤル・ハロウェイ・カレッジ教授をつとめる。西欧におけるシ
ョパン研究の中心的存在で、ペータース社から刊行中の新しいショパン全集の編者の１人でもある。  
24 サムスン（2012:385）  
15 
 


















出版年 都市：出版社 編集者 指使い 全集名
1 B 1860 Paris： S. Richault T. D. A. Tellefsen
Collection des oeuvres pour le piano par Frédéric 
Chopin en douze livraisons




Paris: Heugel & Cie
A.Marmontel
 Édition Classique. 1ère, 2e, 3e, 4e et 5e séries des 
chefs-d'oeuvre classiques du piano accompagnés 





Moscou: P. Jurgenson Charles Klindworth
 Oeuvres de Fr. Chopin
5 B 1879 Leipzig: Fr. Kistner Carl Mikuli Carl Mikuli Fr. Chopin's Pianoforte-Werke
6 ○ B 1879 Leipzig: C. F. Peters Hermann Scholtz Hermann Scholtz Fr. Chopin's Sämmtliche Pianoforte-Werke
7 1878-80  Leipzig:Breitkopf & Härtel
Woldemar Bargiel, Johannes Brahms, Auguste 
Franchomme, Franz Liszt, Carl Reinecke, 
Ernst Rudorff
Friedrich Chopin's Werke
8 1879-80 Milano:Ricordi R. Vitali
Raccolta delle composizioni per pianoforte di Frederico 
Chopin
9 1879-80 Milano: Ricordi S. Golinelli Fr. Chopin. Raccolta delle sue composizioni
10 1880-85 Leipzig:Breitkopf & Härtel Carl Reinecke Carl Reinecke Pianoforte-Werke von Fr. Chopin
11 A 1880-85 Braunschweig: H. Litolff Louis Köhler Oeuvres pour piano de Fr. Chopin
12 1880-85 Hamburg, Leipzig:Aug. Cranz Anton Door
Classikerausgabe des Wiener Conservatoriums. 
Pianoforte-Musik. Friedrich Chopin
13 1880-85
Berlin, Lienau (Schlesinger'sche Buch- 
und Musikhandlung)
Theodor Kullak Theodor Kullak Friedrich Chopin's Werke
14 1880-85 Leipzig:J. Schuberth & Co. Alfred Richter Alfred Richter Fr. Chopin
15 1880-85 Hannover-Leipzig:Steingräber Mertke Mertke Fr. Chopin. Sämmtliche Werke für Pianoforte
16 B 1882 Warszawa:Gebethner i Wolff Jean Kleczynski Jean Kleczynski
Frédéric Chopin. Oeuvres de Piano. Édition nouvelle 
revue
17 1888 Stuttgart:J. G. Cotta Wilhelm Speidl
Augewählte Werke für das Pianoforte von Friedrich 
Chopin
18 1890 Breslau:A. Fiedler E. Bohn E. Bohn
Prachtausgabe für instructive Zwecke. Ausgewählte 
Claviercompositionen von F. Chopin




New York:G. Schirmer Inc. Rafael Joseffy Rafael Joseffy Frédéric Chopin. Complete Works for the Pianoforte
21 1901 Milano:Ricordi Beniamino Cesi
Raccolta completa delle composizioni de Frederico 
Chopin




Leipzig: R. Forberg E. D'albert E. D'albert Klavierabende
24 1911-25 Heinrichshofen's Verlag Theodor Wiehmayer F. Chopin. Piano solo
25 ○ 1913 Leipzig:Leipzig:Breitkopf & Härtel Ignaz Friedman
 Fr. Chopin Pianoforte-Werke




Paris:Durand & Cie Claude Debussy Claude Debussy Chopin . Oeuvres complètes pour piano
28 / 1949 Warszawa：Polskie Wydawnictwo Muzyczne
Ignazy J.Paderewski, Ludwik Bronarski, Józef 
Turczyński
Studies for piano
29 / 1951 Kraków : Polskie Wydawn. Muzyczne
Ignazy J.Paderewski, Ludwik Bronarski, Józef 
Turczyński
Nocturnes for piano
30 / 1966 München：G.Henle Verlag Ewald Zimmermann Hans-Martin 
Nocturnes
31 / 1983 München：G.Henle Verlag Ewald Zimmermann Hermann Keller
Etüden : nach Eigenschriften, Abschriften und 
Erstausgaben
32 / 1973 Wien : Wiener Urtext Edition Paul Badura-Skoda Paul Badura-Skoda Etudes op. 25. Trois nouvelles Etudes
33 / 1973 Wien : Wiener Urtext Edition Paul Badura-Skoda Paul Badura-Skoda Etudes : op. 10
34 / 1980 Wien : Wiener Urtext Edition Jan Ekier Jan Ekier Nocturnes
35 / 1999 Warszawa：Polskie Wydawnictwo Muzyczneredakcja tomu, Jan Ekier, Paweł Kamiński Etiudy, op. 10, 25
36 / 1995 Kraków : Polskie Wydawn. Muzyczne Jan Ekier, Paweł Kamiński Nokturny
37 / 2003 London : Edition Peters
John Rink, Jim Samson, Jean-Jacques 
Eigeldinger
The complete Chopin : a new critical edition 
16 
①リショー版は 12 巻から成り、ショパンのノルウェーの弟子であるトマス・テレフセ










École classique シリーズの一部（第 4 シリーズ）で、J.S.バッハ、ヘンデル、ハイド
ン、モーツァルトからメンデルスゾーン、ショパンにいたる約 20 名の作曲家の諸作品が

















27  上田泰史（2011:51） 














筆譜とショパンの弟子である R.フォン・ケネリッツ R.Konnerits（?- ）とジョルジ







⑦ブライトコプフ＆ヘルテル社は 1878 年から 80 年の間に、ドイツの主要な作曲家の
全集をつくる初めての大がかりなプロジェクトの一部として刊行された版である 32。213
曲を含む 14 巻から成り、6 人の編集委員 33により編集された。この版は、オリジナルの
自筆譜、そして、ドイツ初版を基にしている。のちにこの版は、カルムス＆リー社によっ
29 サムスン（2012:386）  
30 前田・多田（2007：150）  
31 サムスン（2012:386）  




















































ン・パデレフスキ Ignacy Jan Paderewski （1860- 1941）、ルドヴィク・ブロナルスキ















































41 Wheeldon（2008：62）  
42 Debussy（2005: 1920）（1915 年 8 月 12 日の注釈より）  












指導のもとでドビュッシーは 10 歳で音楽院への入学を許可された。 












44 ロン（2008：22）  
45 Debussy（2005: 1870）（訳：上田泰史）  






がパリ音楽院在学中、1873 年から 1879 年に行われた試験で弾いた 23 曲のうちの 7 曲、
つまり 1/3 弱がショパンの作品だった。他の作曲家はたった 1 度か 2 度選んでいるだけで
ある。（資料 1-1,1-2）これらのレパートリーから、10 代の頃から彼がどの作曲家よりも
ショパンの音楽に接していたことがわかる。ドビュッシーと共に学び、1883 年のローマ
賞を受賞したポール・ヴィダル Paul Vidal（1863- 1931）は、ドビュッシーの趣味嗜好は
マルモンテル・クラスでのレパートリーによっておおよそ形成されたと述べている 48。
マルモンテル・クラスではドビュッシーを含め彼の同門の弟子たちも、ショパンやシュー
マンといったロマン派の作品を学んでいた。ドビュッシーは 1874 年 7 月に行われたパリ
音楽院の年度末修了試験においてショパンの〈ピアノ協奏曲 第 2 番〉を演奏し次席賞を
受けている。翌年 1875 年 7 月の同じく年度末修了試験ではショパンの〈バラードヘ長調〉
を演奏し、レオン・ルモワーヌ Léon Lemoine （1855- 1916） と第一次席賞を分け合っ
た。この時の批評家は、「将来一流のヴィルテュオーズになるであろう十二歳の子供 49」




47 アントワーヌ=フランソワ・マルモンテル  Antoine-François Marmontel (1816- 1898) パリ音楽院時代のドビ
ュッシーの師。ビゼー、ギロー、デュボワ、ドビュッシー、プーニョといった 19 世紀後半から 20 世紀前半に活躍
した殆どのフランスの作曲家兼ピアニストたちの教育に携わり人々の尊敬を集めた。
48 Wheeldon（2008：61）  
49 ルシュール（2003：29）  
50 Wu（1995：11）  
23 
*（資料 1-1）学期末試験（ピアノ科男子クラス 51） 




（資料 1-2） 年度末修了試験（コンクール）課題曲（ピアノ科男子クラス） 52
※上田泰史氏による
51 作成は上田泰史氏のご厚意による。
52 Constant Pierre. 1900. Le Conservatoire national de musique et de déclamation, documents historiques et 
administratifs recueillis ou reconstitués par l'auteur. Paris: Imprimerie nationale, p. 584. 
1874 Chopin 2e concerto en fa mineur
1875 Chopin 1er ballade
1876 Beethoven Sonate op. 111 (1er morceau)
1877 Schumann 2e sonate sol mineur
1878 Weber Sonate la♭ op. 39
1879 Chopin Allegro de concert op. 49
史料 年 付 日 記録された曲目（そのまま転記）
Paris, Archives nationales,　AJ 37/233-1　※2
Paris, Archives nationales, AJ 37/283  ※1
1 29
Toccata sol mineur de Bach
Concerto de Cramer




6 23 Caprice de Moscheles
Paris, Archives nationales, AJ 37/206-1　※2 1 22 Fantaisie chromatique 
Paris, Archives nationales, AJ 37/284  ※1 6 22 Chopin Rondeau op. 16　
Paris, Archives nationales, AJ 37/238-2　※2 2 2 Rondo en ré mineur de Weber
Paris, Archives nationales, AJ 37/285  ※1 6 20 Scherzo de 3e sonate, Heller
Paris, Archives nationales, AJ 37/238-2　※2 1 31 Carnaval Schumann finale, Schumann [op. 26]
Paris, Archives nationales, AJ 37/285  ※1 6 21 Concerto en ré de Mendelssohn
Paris, Archives nationales, AJ 37/286  ※1 1 25 Variations d'Heller sur un thème de Schumann [op. 142]
6 20
Scherzo sonate mi♭Chopin
Sonate de Thalberg [op. 56]*
2 4 Sonate de Chopin
6 19 Fantaisie de Chopin op. 49
Paris, Archives nationales, AJ 37/284  ※1













社はフランスの著名作曲家たちの協力のもとで、"Édition classique Durand & Fils"の出
版を行った。当時出版されていた校訂版の不出来な部分（多くのドイツの出版譜は校訂者
による加筆が多かった 54）を改善するという意図もあったといわれている 55。デュラン社
はカミーユ・サン＝サーンス Camille Saint-Saëns （1835- 1921）、ガブリエル・フォー
レ Gabriel Fauré （1845- 192）、ポール・デュカ Paul Dukas（1865- 1935）など、そ
してドビュッシーに依頼し、ドビュッシーはショパンとバッハ 56の校訂を引き受けた 57。
ドビュッシーの校訂したショパン作品は、1915 年から 1917 年にかけて出版され、とりわ
け 1915 年 1 月から 3 月にかけてドビュッシーの仕事の焦点は、この校訂作業に当てられ
ている。












55 Wu（1995：2）  
56 ドビュッシーは 4 月の末に J. S. バッハの作品シリーズの校訂も引き受けていた。《6 つのヴァイオリンとクラ
ヴサンのためのソナタ》、《6 つのヴァイオリンまたはフルートとピアノのためのソナタ BWV1014-1019》、《ヴァイ
オリンとクラヴサンのための 2 つのトリオ》、《ヴィオラ・ダ・ガンバとクラヴサンのための 3 つのソナタ
BWV1027-1029》。彼は 1915 年 4 月 28 日に合計 1000 フランをデュランから受け取った。（Debussy（2005:
1904- 脚注 2 より）
57 サン＝サーンスはモーツァルト、フォーレはシューマン、ラヴェルはメンデルスゾーンのピアノ曲、アルベー
ル・ルーセル  Albert Charles Paul Marie Roussel (1869-1937) はメンデルスゾーンの室内楽曲、デュカはベート
ーヴェンのピアノソナタとヴァイオリンソナタ、そしてフローラン・シュミット  Florent Schmitt (1870～  1958)
がハイドンのヴァイオリンソナタを校訂した。（ルシュール（2003：376））
58 Thompson（1937：37）
59 1915 年 2 月 24 日付、ジャック・デュラン宛ての手紙。（Debussy（2005: 1877））
25 
また、筆者はドビュッシーが校訂したバッハの作品のうち 2 作品の楽譜 60を入手した
が、指使いの記載は限られたごくわずかな範囲にとどまっており、ショパン作品に書かれ
た指使いとの差は歴然としたものだった。例えば 2 作品のうち指使いの記載が認められた
のは、《ヴァイオリンとチェンバロのための 6 つのソナタ BWV1014-1019》では第 6 番
の 3 曲目の allegro のみであった。また、その作品における指番号は 1 ページあたり 1 小













60 《6 つのヴァイオリンまたはフルートとピアノのためのソナタ BWV1014-1019》、《ヴィオラ・ダ・ガンバとク








また 1915 年 1 月 27 日のデュランに宛てた手紙の中でも「フリードマンの序文(ペー
タース版よりはるかに優れたブライトコプフ版) では、ショパンのワーグナーに対す
る影響が初めて示されました。ドイツ人にとって、これは悪くないことです 63。」と述


















62 ルシュール（1999：346）  
63 Debussy（2005: 1871）  





















1835 年から 1841 年にかけては、ショパンの体調不良のため幼馴染であるユリアン・フォンタナによって作られた
複製が送られ、校正もほかの者が行うこととなった。ドイツの出版社にはショパンはフランス版の校正譜を 1835
年後半まで送り、1835 年から 1842 年まではフォンタナによる複製を送った。イギリスの出版社へは、校正譜、複
製、そして自筆サイン入りの手稿譜などさまざまなものが送られた。（Samson:1992:20-21）今回対象とする《練
習曲》は〈作品 10〉が 1833 年、〈作品 25〉が 1837 年出版で〈作品 10〉のほうだけはショパンが直接かかわった

















































































































                                                   






























































略記 出版社 校訂者 都市 出版年(練習曲) 出版年（夜想曲）
1 FE/Wf※ Maurice Schlesinger, E.Troupenas&Co., Brandus&Co. / Paris 1833-1837 1833-1846
2 GE/Wn※ Breitkopf & Härtel, Fr.Kistner / Leipzig 1833-1837 1833-1846
3 EE/We※ Wessel & Co. / London 1835-1837 1833-1846
4 Ma Heugel et Cie A. -F. Marmontel Paris / 1860-61
5 Pe C.F.Peters Herrmann Scholtz Leipzig 1879 1879
6 Mi Kistner[１] Carl Mikuli Leipzig 1895 1894
7 B Breitkopf & Härtel Ignaz Friedman Leipzig 1913 1913
8 D Edition Durand et Cie[2] Claude Debussy Paris 1915 1915
9 Co Edition Salabert Alfred Cortot Paris 1915 1915
10 Pa Polskie Wydawnictwo Muzyczne[3] [4] Ignazy J.Paderewski Krakow 1949
11 H G.Henle Verlag[5]［6］ Ewald Zimmermann München 1983 1980
















たる。「＋」は、第 1 指である。 
資料①イギリス初版の練習曲作品 10-10 冒頭 





5.Pe と 7.B は、ドビュッシーが参照したことが確実にわかっている版という理由から
































a) 第 1の特徴――第 4指の特異な使い方
8.D では例えば以下の箇所において、第 4 指を意図的に用いていると見受けられる箇
所が多くあった。先行研究の青柳も同様の指摘をしている。その例も含め挙げていく。
（a-1） 練習曲 作品 10-3冒頭（青柳と同様の例） 
（a-2）     作品 10-6 冒頭 
（a-3）     作品 10－9 21小節目 
（a-4） 夜想曲 作品 15-2 12-13小節目
（a-5）  作品 15-2 冒頭 
（a-6）  作品 9-3 冒頭 
（a-7）  作品 72-1 冒頭 
37 
（a-1） 練習曲 作品 10-3冒頭（青柳と同様の例） 
第 1 小節目の 1 拍目 e に対し、8.D と 6.Mi のみ、第 4 指を指定している。3.EE/We
においては、第 4 指、第 5 指と、2 つのパターンの記載がある。青柳が指摘した箇所と同
様である。
譜例（a-1） 練習曲 作品 10-3冒頭 
（a-2）作品 10-6 冒頭 
第 1 小節目の 1 拍目においても同様で、意識的に第 4 指を 1 拍目に用いている。8.D と
同じものは 6.Mi と 9.Co である。5.Pe と 12.Ek は第 3 指を用いている。 















1 FE/Wf※ / /
2 GE/Wn※ / /
3 EE/We※ / /
4 Ma / /
5 Pe 4 3
6 Mi * 4
7 B / /
8 D 3 4
9 Co 3 4
10 Pa / /
11 H / /
12 Ek * 3
38 
（a-3）練習曲  作品 10－9 21小節目 
（a-3）では、オクターヴを弾く際により指を拡げる指使いとなっている。6.Mi と 9.Co も
同様である。
譜例（a-3） 練習曲 作品 10－9 21小節目 
「―」は指の持ち替えを示す
（a-4） 夜想曲 作品 15-2 12-13小節目 
12～13小節にまたがる嬰ニ音とニ音に対して両方第 4指を用いているのは 8.Dと
7.B のみである。7.B は、4 と 4 の数字を横線（－）で繋いでいる。他の版はすべて、
13 小節目の 1 拍目のニ音に対して第 5 指を記している。ここの場合、嬰ニ音とニ音
に同じ第 4 指を用いることで半音の音程を意識させることになる。















1 FE/Wf※ / /
2 GE/Wn※ / /
3 EE/We※ / /
4 Ma / /
5 Pe 4 5
6 Mi 4 5
7 B 4 4
8 D 4 4
9 Co / 5
10 Pa 4 5
11 H * 5
12 Ek 4 5
39 
（a-5）夜想曲   作品 15-2 冒頭 
冒頭第 1 小節目の第 4 指は、8.D はアウフタクトを第 4 指から開始すると必然で
あるが、敢えて第 4 指を記している。4.Ma、6.Mi、7.B、10.Pa、12.Ek は一拍目の
嬰イ音に記載がないが、アウフタクトの指使いから第 4 指を用いるであろう。1 小
節目の嬰イ音に対して第 4 指を記載しているのは 8.D 以外では 5.Pe と 9.Co のみで
ある。ただ 5.Pe は、アウフタクトを「3・1」 と用いる指使いで指くぐりを行う。
また、9.Co は、アウフタクトに「3・5」を用いており、同じ嬰イ音でもアウフタク
トと一拍目と異なる指使いになっている。
譜例（a-5） 夜想曲   作品 15-2 冒頭
以上譜例（a-1）から（a-5）までの複数の例から、8.D がアウフタクトのあとの強拍の表
拍に第 4 指を用いる傾向があることが見受けられた。 
（a-6）夜想曲   作品 9-3 冒頭  （a-7）夜想曲   作品 72-1 冒頭 
左手においても、8.D は第 4 指にこだわりをもっている箇所が認められた。譜例
（a-6）では、2 拍目の嬰ヘ音に第 4 指を用いると第 3 指で弾くよりも指間を拡げる
必要がでてくる。第 4 指を指定しているのは他では 5.Pe のみで、6.Mi、9.Co、10.Pa、
ais h ais
1 FE/Wf※ / / /
2 GE/Wn※ / / /
3 EE/We※ / / /
4 Ma 4 * *
5 Pe 3 1 4
6 Mi 4 5 *
7 B 4 5 *
8 D 4 * 4
9 Co 3 5 4
10 Pa 4 * *
11 H * * 5
12 Ek 4 * *
40 
11.H、12.Ek においては第 3 指を指定している。譜例（a-7）の場合も、8.D は二度
とも第 4 指を指定しているが、6.Mi、10.Pa、11.H においては自然に置かれる第 3
指を指定している。5.Pe と 7.B は 8.D と同様である。
譜例（a-6）夜想曲  作品 9-3 冒頭
譜例（a-7） 夜想曲   作品 72-1 冒頭
（a-8）夜想曲 作品 9-1 4-5小節目、12-13小節目 
8. D は、類似のメロディ音型が二度繰り返される箇所で、最初に出る変ニ長調の主和音




る指使いをつけたと考えることができる。6.Mi と 4.Ma は 2 度目にでてくる変ロ音に対し
fis f
1 FE/Wf※ / /
2 GE/Wn※ / /
3 EE/We※ / /
4 Ma / /
5 Pe 4 4
6 Mi 3 3
7 B / /
8 D 4 4
9 Co 3 3
10 Pa 3 3
11 H 3 *
12 Ek 3 *
e e
1 FE/Wf※ / /
2 GE/Wn※ / /
3 EE/We※ / /
4 Ma / /
5 Pe 4 *
6 Mi 5 *
7 B 4 *
8 D 4 4
9 Co 5 *
10 Pa 5 *
11 H 5 *
12 Ek
41 
て記載がないが、5.P、9.Co、11.He においては、同じ指使いの 3 を指定している。 
譜例 (a-8) 夜想曲 作品 9-1 4-5小節目、12-13小節目 
「―」は指の持ち替えの指示
（a-9）夜想曲 作品 48-1の冒頭、5-6小節目 
8.D は、四角で囲った 3 つめのト音（○印）に対して、同様なフレーズが出てきた際、
異なる指を指定している。2 小節目の 1 拍目の左手のバスのロ音は 1 度目はハ短調の属七
の導音で転回形となっており不安定な印象、対して 2 度目の 6 小節目の一拍目の変ロ音は、
変ホ長調の属七の根音となっており幾分ゆるやかで穏やかな印象となっている。5.Pe の場
合は、どちらも同じ指を指定している。4.Ma は、はじめの音にのみ記載があるが、1-2 小
節目が「3 4 3」、5-6 小節目が「2 3 2」と推測される。4.Ma の場合は、不安定なト音に第




同じ指の連続で奏するショパン特有のピアニズムを 8.D は採用していない。8.D は 1 小
節目の 4 拍目の変イ音には記載していないが、第 4 指が用いられるだろう。不安定な緊張
感のある 2 小節目 1 拍目のト音を、5.Pe のように第 5 指ではなく、再度第 4 指で弾きな




b-b-b as b-b-b b
1 FE/Wf※ / / / /
2 GE/Wn※ / / / /
3 EE/We※ / / / /
4 Ma 4** 3―5 4** *
5 Pe 434 3―5 434 3
6 Mi *** 4―5 *** *
7 B / / / /
8 D 434 3―5 432 4
9 Co 324 3―5 324 3―5
10 Pa 434 3―5 4** *
11 H 4** 3―5 *** 3








譜例（a-9）夜想曲 作品 48-1の冒頭、5-6小節目 
   
 





（b-1）練習曲 作品 10-10 1小節目 
 
練習曲作品 10-10 冒頭ではアウフタクトに第 1 指をおき、1 拍目に第 3 指というような
特異な指使いを 8.D のみ選択していた。10.Pa と 11.H と 12.Ek も第 1 指をアウフタクト





1 FE/Wf※ / /
2 GE/Wn※ / /
3 EE/We※ / /
4 Ma 3 * * 2 * *
5 Pe 3 4 5 3 4 5
6 Mi / /
7 B / /
8 D 3 * 4 3 4 5
9 Co 3 3 5 3 4 5
10 Pa 3 3 3 /
11 H  3 * 5 * * 5
12 Ek (3 3 3) (3 3) *
（b-1）練習曲 作品 10-10 1小節目 
（b-2）練習曲 作品 10-8 1小節目 
（b-3）夜想曲 作品 9-3 8－9小節目 
（b-4）夜想曲 作品 9-1 14小節目 
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ある。
譜例（b-1） 練習曲 作品 10-10 1小節目 
（b-2）練習曲 作品 10-8 1小節目 
1 小節目の 3 拍目左手の前打音のロ音とハ音に対して、8.D は 3―2 と指定している。指
使いの記載がある 5.Pe と 9.Co は 2-1 となっており、10.Pa は 2 種類記載があり、8.D と
同様 3―2、そして 3―1 となっている。 
譜例（b-2） 練習曲 作品 10-8 1小節目
「－」は前打音と 3 拍目のハ音を結ぶ
es as
1 FE/Wf※ / /
2 GE/Wn※ / /
3 EE/We※ / /
4 Ma / /
5 Pe 2 1
6 Mi 2 1
7 B 2 1
8 D 1 3
9 Co 2 1
10 Pa 1 1(ショパン）
11 H 1 1















（b-3）夜想曲 作品 9-3 8－9小節目 
狭い空間をぬうような半音階的なパッセージのとき、○印のニ音に 8.D は第 2 指を指定
している。8.D と同じ指使いは、9.Co のみである。ほとんどの版は 2 フレーズ目の頭に第
1 指を用いている。7.B は 2 フレーズ目のはじめのニ音・ホ音に「2・5」を用いている。 
譜例（b-3） 夜想曲 作品 9-3 8－9小節目 
（b-4）夜想曲 作品 9-1 14小節目 
右手の旋律に対しては 8.D のみ第 1 指の使用を極力控えていることが見受けられる。
8.D は、前打音の始まりを第 3 指で弾くことによって、ヘ音やホ音に第 1 指がくるのを避
けている。前打音以外の音に対して、8.D 以外のほとんどは 2 回以上第 1 指を用いる指使
いとなっている。11.H は、イ音に対してのみ指使いを指定しているが、1 拍目のヘ音に対
して第 2 指を指定しており、4 拍目からの指使いは「23 2123123」となり、2 回第 1 指
を使用することになる。また、4.Ma は、ヘ音に対してのみ第 1 指を指定しているが、4 拍
目からの指使いは「34  3212345」となり、第 1 指は 1 度のみの使用である。4.Ma のほ




2 GE/Wn※ / /
3 EE/We※ / /
4 Ma 35423 1432*
5 Pe 35423 14***
6 Mi 35423 14***
7 B 35423 253**
8 D 35423 243**
9 Co 35423 24323
10 Pa 35*23 14***
11 H ***2* 14***
12 Ek *5*1* 14*2*
45 






（c-1） 練習曲 作品 25-2 1小節目 
8.D と 7.B においては、ポジションを保持した指使いとなっているが、対して 6.Mi は
常に親指が第 2 指の下に潜る指使いとなっている。5.Pe に関しては、ポジションを保持
した指使いと、括弧書きで指をくぐらせる指使いを記載している。ただし、ポジションを
保持した方は、3 拍目の「c- des- h」に対して、1-3-1 を指定しており、不自然な指使い
となっている 12.Ek は、アウフタクトの第 2 指はショパンのオリジナルとして記載して
いるが、2 種類ある指使いは校訂者によるものとしている。下段の指使いは、8.D と同様
にポジション保持の指使いとなっている。

























**  ****1 **
（c-1） 練習曲 作品 25-2 1小節目 
（c-2）夜想曲 作品 9-3 7小節目 




譜例(c-1) 作品 25-2 1小節目 
 
 
（c-2）夜想曲 作品 9-3 7小節目 
 
8.D と 6.Mi は 5 本の指のポジションをそのまま保持した指使いとなっている。一
方、5.Pe、4.Ma、10.Pa、11.H、7.B、12.Ek はどれもどこかで第 1 指を人差し指の
下にくぐらせる指使いになっている。10.Pa は、3 拍目の嬰イ音と 4 拍目のロ音に両
方第 3 指を指定しており、4 拍目からのフレーズの始まりを新たに感じさせる指使い
となっている。 










2 GE/Wn※ / /
3 EE/We※ / /
4 Ma 1*  ****143
5 Pe 2* 143214*
6 Mi 12 3**235*
7 B ** 14321**
8 D 12 3**235*
9 Co 23 1432143
10 Pa *3 3***143
11 H 2* 143*15*
12 Ek 2* 143*1**
c c-des-h-c-es-des-c-des-h-c-fis-g
1 FE/Wf※ / /
2 GE/Wn※ / /
3 EE/We※ / /
4 Ma / /
5 Pe 3 2** *** 131 24*
2 142 1** *42 1**
6 Mi * 1** 1** 1** 1**
7 B 3 231 243 2** 245
3 142 132 1** 1**
8 D 3 2*1 *4* 2** 24*
9 Co 1 231 243 1(2)31 245
10 Pa 2 132 132 132 145
11 H 2 131 *** 131 *4*
12 Ek 2 132 1** 132 1**





（c-3）夜想曲 作品 9-2 11小節目 
 
8.D は第 5 指からスタートし、3 拍目でポジション移動する指使いである。5.Pe の
4 拍目の a は第 4 指の下を第 5 指がくぐる指使いとなっている。4.Ma は 1 拍目の変
ロ音に記載がないが、6.Mi と同じ第 5 指か 5.Pe と同じ第 4 指を用いたと考えられ
る。この指使いにおける 8.D のオリジナル性は、他の版がすべて 1 小節を 1 つにと






譜例（c-3）  夜想曲 作品 9-2 11小節目 
 
「.」は２音の重音に対して 












4 Ma  3.5  3.2
5 Pe 3.5-1  4.2
6 Mi  3.5-1 4.2
7 B /
8 D 5-1 4.2
9 Co /
10 Pa  3.5  4.2
11 H  5   4  
12 Ek 3.5  4
5  4  3  
4   (5)  *
5  5  *  






5  5  4  
4  5  4   







使いの特徴として明らかになったのは次の 3 点であった。   
 
a) 第 4 指の特異な使い方 























































いと関連性があるのかどうか、第 2 章で得られた 3 つの特徴をそれぞれ検証していく。 
 
3.1.第 1 の特徴―（a）第 4 指の特異な使い方の特徴の検証 
 
ドビュッシーの指使いの特徴の 1 つは、アウフタクトを持つ強拍に第 4 指が使われてい
ることであった。（第 2 章の譜例 a-1～a-5）。第 4 指は弱くコントロールが困難な指だが、
繊細で表現性に優れている 75。ほとんどの版が第 5 指で弾くところを、わざわざ指を拡げ
第 4 指を用いるところにドビュッシーの指に対するこだわりがみられた。 
3 の指と 4 の指の共通の腱は、その上 5 の指とも横の腱で結ばれているためコントロー
ルが困難だが、この指に親指との結合感を与えることが第一の助けとなる 76。1 の指と 4
の指とで弧線状を作るとすぐに 4 の指を意識して感じられるようになる。譜例（a-3） 〈練






                                                   
74 熊谷（1987: 64）  
75 青柳は第 4 指を「より歌える指」と述べている。（2009：172）  
76 ランゲンハーン (1998:28) （アンナ・ヒルツェル・ランゲンハーン Anna Hirzel-Langenhan（1874- 1951）ツ














譜例（3-1） 《映像第 2 集》の第 1 曲目〈葉ずえを渡る鐘〉冒頭  
ショパンの音楽においては、緊張感のある左手の響きに敏感に反応し、その上にくる音














譜例（a-6）夜想曲   作品 9-3 冒頭（再掲）  
譜例（3-2） 喜びの島 8 小節目  
532 1 532 1 
78 ロン（2008:53-54）  
79 ロン（2008: 71）  
53 
3.2.第 2 の特徴―（b）強拍における親指使用の回避の特徴の検証 
第 2 章の比較考察で「強拍における親指使用を回避」する指使いが明らかになった。































3.3.第 3 の特徴―（c）ポジション保持の指使いの特徴の検証 














る。その結合は第 4 指と第 5 指の間がもっとも厚くしっかりしており、第 3 指と第 4 指の
間がそれに次ぎ、第 2 指と第 3 指の間の腱間結合がもっとも薄くて弱い 82。 
このように、指同士がこういった腱間結合によって結ばれているため、隣り合う指は互
いに影響されやすい。
〈練習曲 作品 25-2〉（譜例 c-1）の冒頭に戻ってみると、ドビュッシーがふった指使い
は隣り合う指同士の連続が非常に多いことがわかる。（下記の表   ）隣り合う音に隣り
合う指を用いることはそれぞれの指が独立していることが必要になる。※は、隣り合う指
だが、指くぐりを行う箇所であるので含めない。
82 酒井（2000：16）  
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作品 25-2 
ドビュッシー 2 3 1 2 4 3 2 3 1 2 4 5 
多くの他の版 1 3 2 1 4 3 1 3 2 1 4 5 
〈夜想曲 作品 9-3〉の二箇所の例も同様で、第 1 指を他の指の下にくぐらせることを避
け、3.4.5 の指のコントロールが必要になる。 
作品 9-3 8-9 小節目 
ドビュッシー 3 5 4 2 3 2 4 3 2 3 
多くの他の版 3 5 4 2 3 1 4 3 2 3 
作品 9-3 7 小節目 
ドビュッシー 1 2 3 4 3 2 3 5 4 
多くの他の版 2 3 1 4 3 2 1 4 3 














ィ Muzio Filippo Vincenzo Francesco Saverio Clementi （1752- 1832）やフリードリヒ・



















また、ピアノ科の同級生のガブリエル・ピエルネ Gabriel Pierné（1863- 1937）はドビ
83 A.-F.マルモンテル 1886 『古典派および現代のピアノ芸術――ピアノの技術教育および美学に関するある教授
の助言』のこと。（上田泰史（2011：51））  
84 上田泰史（2011：58）  
85 青柳（1998：77）  


















87 Nichols（1992：4）（訳：平島正郎（1987））  
88 1 つは〈5 本の指のための〉の 30 小節目の右手の指使いは必然的に「214 534 214」となるが、2.3.4.5 指の
イレギュラーな動きはコントロールが容易ではない。また、同じ曲の 48 小節目の左手におけるパッセージも、下
声に 2 分音符の fes があるため、上の 16 分音符の指使いは「432 123 212 321」となる。下で第 5 指を押さえ
たままで均等に粒を揃えて奏することが難解な箇所である。





























覚を表現するためには、ドビュッシーの第 3 指から第 1 指を用いるより、他の多くの版が
採用している第 3 指から第 2 指を用いたほうがよい。またロ音からハ音に向かうときは、
音形が来た道を折り返しているように第 2 指から第 1 指と指を被せる形をとった方が、折
り返しの感じが出やすい。このようにメロディ音形のニュアンスをより出すことができる
のはドビュッシー以外の校訂者が選択した指使いである。また譜例（c-2）の〈練習曲 作
品 9-3〉でも 4 拍目のニ音に他の多くの版は第 1 指を用いているが、それは 5 連符のフレ
ーズのアーティキュレーションを明確にするためだと考えられる。
譜例（c-1）ショパン：練習曲 作品 25-2（再掲） 譜例（c-2）ショパン：〈練習曲  作品 9-3〉（再掲）  
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ドビュッシー 3 5 4 2 3 2 4 3 2 3 
多くの他の版 3 5 4 2 3 1 4 3 2 3 
このように、他の版の指使いの方が、ドビュッシー校訂版よりも音形ニュアンスを伝
えやすいといえる。一方、ドビュッシーの校訂版はまったく正反対の効果を生む。〈練習
















いる。（熊谷 :1987:58）  
譜例（c-1）
ドビュッシー 2 3 1 2 4 3 2 3 1 2 4 5 
多くの他の版 1 3 2 1 4 3 1 3 2 1 4 5 
譜例（c-2）
61 
譜例 3-4 ドビュッシー：練習曲〈装飾音のための〉12-17 小節目  




















































る（譜例 3-6）。H ははじめのニ音と次のハ音に対して第 5 指を用いている。ニ音を次の
4 音の前打音のように扱っている。また、指を拡げなくても楽に掴める指使いとなってい
る。Pe においては、はじめのニ音に対して第 5 指か第 4 指、2 つの可能性を示してい





譜例 3-6 〈装飾音のための〉 冒頭  
同じ曲の 16 小節の〇印のフレーズの指使いで、C はイ音からロ音に移る際に第 3 指の







譜例 3-7 ドビュッシー：〈装飾音のための〉16 小節目
また同じ曲の中（譜例 3-8）の 12 小節目の○印のパッセージにも同様なことが言え




C 54***  3**
Pe 5(4)5**1 321
H 55**1  3*1
65 
と H は、はじめのイ音からロ音まで、第 5 指から第 1 指を順番に用いるポジション保持
の指使いとなっている。ショパン校訂に見られるドビュッシーの考え方を踏襲するなら
ば、C と H の指使いを採用したい。 
譜例 3-8 ドビュッシー：〈装飾音のための〉11-12 小節目  
〈半音階のための〉
（譜例 3-9）印では、P はト音に対して第 1 指を用い、それを支点として演奏する指使




第 2 指を指定しており、小節最後のト音（  印）に第 1 指を記載しているので
「2131」という指使いになると考えられる。こちらも旋律のニュアンスを重視した指使
いとなっている。
譜例 3-9〈半音階のための〉77-79 小節目  
同じ曲の 13・15 小節目譜例（3-10）は半音階の下降の指使いだが、C と Pe は、第 3








と聴こえるような指使いとなっている。H ははじめの 2 拍は第 4 指を拍のはじめに用い
おり、拍を感じる指使いとなっている。ただ、半音階でつくりだされる 1 つの響きを重
視するならば、H のような、拍を感じさせる指使いは避けたほうが良いように思われ
る。また、C と Pe のような粒立ちをはっきりさせる指使いも同様である。拍を感じさせ





譜例 3-10 〈半音階のための〉 13-15 小節目
 以上のような観点で、これまでに明らかにしたドビュッシーの音楽観を反映した指使い
を記載し、本論の付録として添付した。なお、今回導き出した特徴が多く反映することが
可能だと筆者が判断した 4 曲〈5 本の指のための〉、〈半音階のための〉〈装飾音のための〉
〈アルペジオのための〉に絞って指使いの考案をおこなった。
3.6.第 3 章のまとめ 
 以上の考察から、ドビュッシーの音楽と演奏法は互いに密接に関連しあっており、ドビ
ュッシーの音楽観が、ショパン校訂の際の指使いに反映されていることが明らかになった。
第 1 の特徴―（a）第 4 指の特異な使い方―については、より歌える第 4 指を緊張感のあ
る音響の際に用いることで旋律が音響の上に成り立っている作曲語法と通じていた。また、
第 2 の特徴―（b）強拍における親指使用の回避―で、旋律の方向性をあいまいにしその調
C 3131 313* *313*131
Pe 3131 ***2 13**213*























































第 2 章では、ドビュッシー校訂のショパン全集と筆者が第 1 章で選別した 11 の校訂版
における指使いの比較考察を行った。そこから、3 つの指使いの特徴―a) 第 4 指の特異































































                                                   
93 サムスン（2012:394）  
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資料 ① ドビュッシーの指使いの記載があるバッハの作品抜粋 
 Bach, Johann Sebastian.1915. 6 Sonates violon et piano Nos 1 à 9 . Edited by Claude Debussy. Paris : Durand.
















 Breitkopf & Härtel
出版年 指使い
有無
プレートNo. Ed. No. 作曲者 作品名
1802 / 52 Hoffmeister Notturno No.4
1802 × 97 Woelfl 3 Piano Sonatas, Op.22
1803 × 168 Spohr Violin Concerto No.1, Op.1
1805 / 266 Danzi 3 String Quartets, Op.29
1805 × 222 Reicha Piano Trio, Op.47
1806 × 384 Louis Ferdinand Piano Quartet, Op.6
1807 × 462 Dussek Concerto for 2 Pianos, Op.63 (parts)
1809 / 1401 Mozart Die Zauberflöte, K.620
1809 × 1507? Sterkel Piano Trio, Op.47
1809 / 1337 Beethoven Symphony No.6, Op.68
1809 / 1329 Beethoven Symphony No.5, Op.67
1810 / 1603 Beethoven Leonora Overture No.3, Op.72b
1810 / 1383 Cramer 3 Piano Sonatas, Op.44
1810 / 1556 Ebell String Quartet in F minor (parts)
1812 × 1787 Kuhlau Piano Sonata with Violin ad lib., Op.6b
1813 × 2651 Dussek 3 Trio Sonatas, Op.2
1818 × 3609 Martin Nocturne, Op.8
1818 / 2722 Neukomm Symphony, Op.19 (parts)
1819 / 3010 Praeger Airs choisis arrangés, Op.29
1820 × 3159 Haeser Piano Sonata No.3 in E-flat major
1823 / 3571 Barth Oboe Concerto, Op.12 (parts)
1826 / 4302 Beethoven Symphony No.5, Op.67
1828 / 4592 Spohr Octet, Op.32 (arr. Mockwitz)
1830 / 4989 Reissiger Ouverture de la tragédie Neron
1831 × 5206 Kalliwoda Divertissement in F major, Op.28
1831 / 5144 Gährich, W. Viola concertino, Op.2 (red. va/pf, va&pf pts)
1832 / 5306 Schneider String Quartet, Op.90 (parts)
1833 / 5423 Gährich, W. Piano Quartet in C minor, Op.4 (sc&pts)
1834 × 5560 Bobrowicz Introduction et variations sur l'air polonais, Op.20
1835 × 5644 Kalkbrenner Septet, Op.132
1837 ○ 5813 Schumann Carnaval, Op.9




















































































































1837 × 5843 Henselt
Variations de Concert on a Theme of Donizetti's 'L'elisir
d'amore', Op.1
1838 × 5908 Kalkbrenner Souvenir de 'Guido et Ginevra' de Halevy, Op.142
1839 × 6016 Schumann Kinderszenen, Op.15
1839 × 6004 Rosenhain 4 Romances, Op.14
1839 / 6175 Veit String Quartet No.3, Op.7 (parts)
1839 ○ 6059 Bertini Piano Sextet No.4, Op.114
1840 ○ 6198 Reissiger Grande Cello Sonata, Op.147
1840 × 6320 Mendelssohn Piano Trio No.1, Op.49
1840 × 6419 Chopin Waltz in A-flat major, Op.42
1841 / 6515 Kummer 2 Concert Duos for Violin and Cello, Op.67 (pts)
1841 / 6595 Schumann Symphony No.1, Op.38
1842 × 6740 Reichel 4 Preludes and Fugues, Op.3
1842 / 6683 Schumann Symphony No.1, Op.38, piano 4 hands
1843 / 6841 Voss Exaucement, Op.33
1843 × 6899 Schumann Piano Quintet, Op.44
1845 × 7203 David Andante and Scherzo capriccioso, Op.16 (version with piano)
1845 × 7219 Thalberg Décaméron, Op.57
1846 × 7366 Thalberg Fantasia on Rossini's 'Barber of Seville', Op.63
1846 / 7528 Gade String Quintet, Op.8 (parts)
1847 × 7562 Schumann Piano Trio in G minor, Op.17
1847 / 7560 Spohr String Quintet No.6, Op.129
1849 × 7718 Chopin Cello Sonata, Op.65
1850 ○ 8067 David 12 Salonstücke, Op.24 (Vol.2)
1850 / 8116 Mendelssohn String Quartet No.6, Op.80
1851 / 8411 Wagner Lohengrin, WWV 75
1851 / 8347 Mendelssohn Symphony No.4, Op.90
1851 × 8336 Mendelssohn Symphony No.4, Op.90
1853 △ 8715-17 Heller 24 Preludes, Op.81
1853 / 8638 Taubert String Quartet No.2, Op.93 (parts)
1853 / 8795 Schumann Symphony No.4, Op.120
1853 / 8545 Schumann Symphony No.1, Op.38
1854 ○ 8853 Thalberg Florinda, Op.71 (transc. for solo piano)
1854 × 8836 Brahms Scherzo, Op.4
1854 ○ 8877 Liszt Piano Sonata in B minor, S.178






1856 × 9243 Gade 4 Phantasiestücke, Op.31
1857 / 9510 Hermann String Quartet, Op.8 (parts)
1858 × 9616 Heller Rondoletto sur la Cracovienne, Op.12
1859 × 9933 Gade Frühlingsbotschaft, Op.35 (piano 4-h arr.)
1860 / 9942 Wagner Tristan und Isolde, WWV 90
1860 / 10000 Wagner Tristan und Isolde, WWV 90 (full score)
1861 × 10382 Bruch 2 Piano Pieces, Op.14
1861 / 10125 Bruch String Quartet No.2, Op.10
1861 / 10211 Mendelssohn String Octet, Op.20 (arr. pf Tscherlitzky)
1861 × 10164 Brambach Piano Sextet, Op.5
1861 / 10198 David String Sextet, Op.38
1862 × 10380 Bruch 6 Piano Pieces, Op.12
1863 ○ 10547 Naumann Piano Trio, Op.7
1865 / 10668-76 Liszt Symphonies of Beethoven
1865 ○ 10722 Bargiel Suite No.2 for Piano, Op.31
1866 × 11097 Hiller Gavotte, Courante, Sarabande, Op.115
1866 × 11111 Abert Astorga (piano reduction ed. Herrmann)
1868 × 11513 Street Cello Sonata Quasi Fantasia, Op.22
1870 / 10923 Mozart Die Zauberflöte, K.620
1870 × 12081 Bargiel Piano Trio No.3, Op.37
1871 / 12303 Mozart Die Zauberflöte, K.620 (Red. A. by Horn)
1871 / 11665 Wagner Tristan und Isolde, WWV 90
1872 × 12768 Scharwenka Piano Trio No.1, Op.1
1873 × 12779 Chopin Nocturnes, Op.27
1873 / 13100 Wagner Lohengrin, WWV 75
1874 × 13446 Comellas A'dieu à la Havanne, Op.2
1874 / 13604 Henschel Serenade für Streich-Orchester in Canonform, Op.23
1875 × 13907 Rensburg Konzertstück in B minor, Op.1 (cello/pf, 1st version)
1875 / 14081 Rauchenecker String Quartet No.1 in C minor (1st ed. parts)
1875 13982 Thalberg Pianoforte-Werke zu zwei Händen Vol.3
1877 × 14523 Röntgen Neckens Polka, Op.11
1877 / 14641 Heller Pianoforte-Werke zu 2 Händen, Band 3
1877 × 14571 2569 Fauré Violin Sonata No.1, Op.13
1878 ○ 14924 Schröder School of Trills and Staccatos, Op.39
1878 418 Beethoven Piano Sonatas (ed. Carl Reinecke)






1878 ○ 14810 Urspruch Variationen über ein eigenes Thema, Op.10
1879 × 14972 Parry Piano Trio in E minor
1880 × 15374 Beliczay 3 Pieces in Hungarian Style, Op.22
1880 / 15351 Naumann String Quintet No.2, Op.13
1880 / 15297 Fiedler String Quintet (parts)
1881 × 15782 Scharwenka Piano Concerto No.2, Op.56 (full score)
1881 × 15815 Beliczay Nocturno, Op.24
1881 / 15127 Mozart Horn Concerto in E-flat major, K.495
1881 / 15653 Mozart Horn Concerto in D major, K.412/386b
1881 ○ 15683 Beliczay Variations on a Hungarian Folk Song, Op.23
1882 / 16069 Wagner Lohengrin, WWV 75
1882 ○ 16202 Beliczay Aquarellen, Op.26
1882 / 16057 Rauchenecker Symphony No.1 in F minor
1882 × 15951 Rubinstein Viola Sonata, Op.49
1883 / 16206 MacDowell Second Modern Suite, Op.14
1883 × 16293 Götze Piano Trio, Op.25
1883 / 16337 Naumann String Trio, Op.12
1884 ○ 16506 MacDowell Piano Concerto No.1, Op.15
1884 / 16415 Reinecke König Manfred, Op.93 (ballet music)
1884 ○ 17023 Beliczay 3 Stammbuchblätter, Op.31
1884 / 16643 Nicodé Symphonische Variationen, Op.27 (full score)
1885 × 16998 Röntgen Piano Trio, Op.23
1887 ○ 17519 Maas Piano Concerto, Op.12 (arr. 2 pianos)
1887 / 17729 Bödecker Impromptu über ein wendisches Lied, Op.31 (parts)
1887 × 17683 Knorr Piano Quartet, Op.3
1888 × 17897 Röntgen Phantasie, Op.24
1888 / 17923 2916 Klengel Suite in D minor, Op.22
1889 / 18444 Naumann Pastorale, Op.16 (score)
1889 / 18558 Gade String Quartet No.1, Op.63 (full score)
1889 / 18324 Jadassohn Symphony No.4, Op.101 (full score, part-B.)
1889 × 18418 Brucken Fock Viola Sonata, Op.5 (score & part)
1890 ○ 18683 MacDowell Piano Concerto No.2, Op.23 (2-piano reduction, first edition)
1890 ○ 18562 Klengel Piano Trio, Op.25
1890 / 18910 Cherubini String Quintet in E minor
1891 × 19070 Roberti Piano Quartet






1891 × 19033 Wolfrum Piano Trio, Op.24
1891 / 18508 Beethoven Violin Concerto in D major, Op.61
1892 / 19563 Wagner Tristan und Isolde, WWV 90
1893 / 20066 Schumann Amor und Psyche, Op.3 ( score of an orchestral excerpt)
1893 × 20341 MacDowell 8 Songs, Op.47
1893 ○ 19801 MacDowell Piano Sonata No.1, Op.45
1894 / 20719 Klengel String Quartet No.2, Op.34 (parts)
1895 20778 Boccherini Cello Concerto No.9, G.482, B-flat major
1895 × 20952 Litzau Organ Works
1895 ○ 21116 Scharwenka Violin Concerto, Op.95 (piano score & violin part)
1896 ○ 21422 Scharwenka Suite for Violin and Piano, Op.99 (score&part. P. Scharwenka)
1896 ○ 21511 Scharwenka Valse-Impromptu, Op.76, No.2 . X. Scharwenka
1897 × 21550 Weber Concertino in E-flat major, Op.26
1897 ○ 21777 3479 Bach Orchestral Suite No.3 in D major, BWV 1068
1897 × 21781 Jadassohn Notturno, Op.133 (score & part)
1897 / 21880 3477 Bach Orchestral Suite No.1 in C major, BWV 1066
1898 / 21919 3478 Bach Orchestral Suite No.2 in B minor, BWV 1067
1898 × 22059 Tinel Franciscus, Op.36 (Trauermarsch arr.Org by De Pauw)
1898 / 22181 Thouret Alter Reitermarsch 'Prinz von Coburg' (score)
1898 × 22203 Jadassohn Cappricio for Flute and Piano, Op.137
1900 × 22957 Jenner
Werke von G. Jenner: Clarinet Sonata, Op.5, 9 Kinderlieder,
Op.6, 6 Lieder, Op.7
1901 ○ 22643 Bendix Piano Sonata, Op.26
1902 / 23939 Liszt Dante Symphony, S.109
1904 × 24262 3966 Klengel Concertino No.2 in G major, Op.41
1904 / 24556 Sinigaglia Rapsodia piemontese, Op.26
1904 × 24627 Grieg Violin Sonata No.2, Op.13
1905 × 25033 Sinigaglia 2 Pieces for Horn and Piano, Op.28
1905 × 24913 MacDowell Suite No.2, Op.48
1907 × 25769 Pitt 2 Pieces, Op.45
1910 ○ 30164 3419 Reger Blätter und Blüten
1914 ○ 29023 5238 Liszt Grandes études de Paganini, S.141 (no.1, arr. Busoni)
1914 ○ 29024 5239 Liszt Grandes études de Paganini, S.141 (no.5, arr. Busoni)
1914 × 27268 Volkmann Cello Concerto, Op.33








Liszt Grandes études de Paganini, S.141 (trans. of Liszt’s etude no.3by Busoni)
1916 / 27455 4307 Bach Englische Suiten Nr. 1-3, BWV, 806-808 (ed. Petri)
1916 ○ 28526 Henselt Wiegenlied, Op.45
1917 ○ 27978 4958 Liszt Grandes études de Paganini, S.141 (no.2, arr. Busoni)
1917 / 27456 4308 Bach Englische Suiten Nr. 4-6, BWV, 809-811 (ed. Busoni)
1917 × 27465 4319 Bach Praludien und Fugen (ed. Busoni)
1920 / 27464 4318 Bach Tokkaten, Fantasie, und Fuge a moll (ed. Busoni)
1921 × 28646 Schoeck 2 Klavierstücke, Op.29
1923 ○ 28731 5206 Liszt Grandes études de Paganini, S.141 (no.4, arr. Busoni)
1926 / 29600 Machaut Ballades
1926 / 29478-79 Thomas, K. String Quartet, Op.5 (score&pts)
1926 / 29475 2665 Weigl String Quartet in C minor, Op.20 (score)
1927 × 29620 Böhm Complete Works for Organ and Harpsichord
1942 / 31142 3340 David, J. N. Symphony No.3, Op.20 (f.s.)
1952 / 31373 5809 Cilenšek, Johann Piano Concerto (arr. D. Zechlin for 2pf)
1989 / 8561 Mussorgsky Mussorgsky Night on Bald Mountain - piano transcription by Chernov
1812? ○ 2326 Hummel 6 Easy Pieces, Op.42
1816?? / 3439 Mozart Die Zauberflöte, K.620 (?)
1876/77 / 14421 Naumann String Quartet, Op.9 (pts)
1895* ○ 18866 Scharwenka Neuer Romanzero, Op.64
1923* / 27458 4310 Bach Partiten Nr. 4-6, BWV 828-830 (ed. Petri)
1923* / 28726-27 Beethoven Piano Sonatas, ed. Lamond
指使い有無調査②
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出版年 指使い有無 プレートNo. Ed. No. 作曲者 作品名
1820 / 1395 Küffner 12 Duos for 2 Guitars, Op.87 (parts)
1822 / 1649–51 Mazas 3 String Quartets, Op.7
1822 / 1709 Heuschkel 6 Pieces pour Trois Cors, Op.9
1826 / 2321 Beethoven Symphony No.9, Op.125 (orch. parts, 1st ed.)
1826 / 2322 Beethoven Symphony No.9, Op.125 (full score, 1st ed., 226 p.)
1826 / 2469 Küffner 60 Lessons for 2 Guitars, Op.168
1829 × 2918 Neukomm Hymne de la Nuit, Op.60 (f.s.)
1829 / 3194 Paganini Duo Merveille (Guhr edition)
1832 / 3609 Ries Grand quintuor, Op.167 (parts)
1837 / 4534 Küffner 35me Potpourri, Op.266
1837 / 4655–56 Walckiers 12 petits duos pour deux flûtes, book 1, Op.55
1838 × 4947 Küffner Humoreske, Op.276
1838 × 5004 Boehm Variations sur un air tyrolien, Op.20
1839 × 5291–92 Fessy Fantaisie sur 'Le cheval de bronze' (score and part)
1839 ○ 5551 Thalberg Divertissement on a Theme from Benedict's 'The Gypsy's Warning', Op.34
1840 / 5740 Lachner, V. String Quintet, Op.8 (parts)
1840 × 5842 Ernst Thème allemand varié, Op.9
1841 × 6223 Kalliwoda Concertino for Oboe, Op.110 (oboe, pf. version)
1841 × 6358 Batta Fantasie pour Violoncelle et Piano
1842 / 6541 Lachner, V. Waldhornruf, Gedicht von Schnezler
1842 × 6631 Vieuxtemps Fantaisie-Caprice, Op.11 (for violin and piano)
1843 × 6986 Lindblad Piano Trio, Op.10
1844 ○ 7648 Liszt Feuilles d'album, S.165
1844 × 7739 Servais Souvenir de Spa, Op.2 (score & part)
1844 × 7740 Servais Comte Ory, Caprice, Op.3
1844 × 7741 Servais Fantaisie et Variations, Op.4
1845 ○ 7925 Kufferath Piano Trio, Op.9
1845 / 7953 Bertini Violin Sonata No.2, Op.153
1845 × 8068 Dreyschock L’Inquiètude, Op.29
1845 ○ 8315 Berlioz-Liszt Ouverture des Francs-Juges, S.471
1846 × 6787 Lachner Catharina Cornaro, Op.71 (v.s., "neue auflage" 1846)
1846 × 8501 Prudent Caprice-Etude de Concert sur la 'Sonnambula' de Bellini, Op.23
1846 ○ 8529 Schulhoff Grande valse brillante, Op.6
1846 ○ 8710 Schulhoff Caprice sur des airs bohémiens, Op.10
1846 / 8715 Rosellen Trio Concertante, Op.82
指使い有無調査②
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1846 × 8805 Parish-Alvars Souvenir de Pischek, Op.89
1846 × 8877 Bériot Violin Concerto No.5, Op.55 (vn/pf)
1847 ○ 8928 Goria Fantaisie brillante sur Norma et Sonnambula, Op.22
1847 ○ 9071 Ravina 12 Études de Style et de Perfectionnement, Op.14
1847 ○ 9141 Rosellen Fantaisie brillant sur l'opera de Rossini Le Barbier de Seville, Op.91
1847 ○ 9166 Rosellen Nocturne et Tarantelle, Op.92
1847 ○ 9222–24 Bertini 3 Solos de concours, Op.167
1848 × 9503 Servais Le Barbier de Séville, Op.6 (score & part)
1848 ○ 9831 Schulhoff Carnaval de Venise, Op.22
1849 / 8954 Lachner Psalm 133, Op.91 (score & pts)
1849 / 9917 Mendelssohn Lauda Sion, Op.73
1849 × 9918 Tulou Grand Solo No.13, Op.96
1850 × 10419 Bériot Violin Concerto No.6, Op.70 (arr. for vn, pf)
1851 × 10121 Briccialdi Fantasia on 'Lucrezia Borgia', Op.56
1851 × 10310 Stainlein Fantaisie, Op.4 (cello/pf red.)
1851 ○ 11183 Gottschalk Le Mancenillier, Op.11
1852 × 11369 Paganini Violin Concerto No.2, Op.7 (vn, pf red.)
1852 / 11371 Paganini God Save the Queen
1852 × 11467 Briccialdi Morceau de concert, Op.61
1852 ○ 11509 Burgmüller 25 Études faciles et progressives, Op.100
1853 × 11908 7003 Adam La poupée de Nuremberg
1853 × 12262 Ascher Danse Espagnole, Op.24
1854 × 12210 Schubert Les Archers du Roi, Op.101
1854 × 12211 Schubert Les soirées parisiennes, Op.128 (No.1 of the set)
1854 / 12818 Hetsch, L. Quodlibet (pf.red.)
1855 / 13010 Klier Methodo para Cornetta, Clarim, ou Saxhorn de 3 Pistoes
1855 / 13430 Ulrich Symphonie triomphale, Op.9 (full score)
1855 / 13431 Ulrich Symphonie triomphale, Op.9 (orch. parts)
1856 ○ 14061 Pauer Quintuor, Op.44
1856 ○ 14076 Bülow Ballade, Op.11
1856 / 14102 Servais Souvenir de St Pétersbourg, Op.15 (orchestral part arr. for strings)
1856 × 14178 Ascher Grande Paraphrase de Concert on 'God save the Queen', Op.50
1857 × 13153 Lachner 6 Duets for a Soprano and Alto with piano, Op.106
1857 ○ 13733 Herz Piano Concerto No.5, Op.180 (piano solo and orch. parts)
1857 ○ 14584 Schulhoff Aubade, Op.42
1858 × 14947 Rubinstein Triumphal Overture, Op.43 (arr. piano 4-hands)
1858 × 15040 Boehm Andante for Flute and Piano, Op.33
1858 ○ 15225 Leybach Grande valse brillante No.2, Op.20
指使い有無調査②
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1860 ○ 14755 Herz Marche and Rondo on Verdi's 'Ernani', Op.189
1861 / 16152 Wagner Das Rheingold, WWV 86A (vocal score, 1st ed.)
1861 × 16337 Hiller Piano Sonata No.2, Op.59
1861 / 16401 Fétis String Quintet No.1 (parts)
1862 × 16254 Terschak Grande Valse de Concert, Op.14
1862 ○ 16713 Beethoven Piano Concerto No.3, Op.37 (cadenza by Anton Rubinstein)
1862 × 16983 Alard Fantaisie sur 'Un ballo in maschera', Op.40
1863 / 16748 Rubinstein Triumphal Overture, Op.43 (full score)
1863 ○ 17200 Ketterer Boute-en-train, Op.121
1864 × 17486 Vieuxtemps Duo Brillant, Op.39 (reduced score)
1864 / 17734 Ketterer Le Chant du Bivouac, Op.139 (Scharfenberg copub.?)
1865 × 17852 Briccialdi Fantasy on Themes from La Sonnambula, Op.110
1865 / 17995 Wagner Die Walküre, WWV 86B (vocal score, arr. Klindworth, 1st ed.)
1865 / 18034 Hiller Symphony, Op.67
1865 / 18049 Abert Symphony No.4, Op.31 - full score
1865 ○ 18386 Reinecke Cello Concerto, Op.82 (arr. for cello and piano)
1866 × 18495 Satter L'union, Op.73
1866 ○ 18560 Wagner Die Meistersinger von Nürnberg, WWV 96 (prelude, piano duet arr. by Tausig)
1866 / 18576 Stainlein String Quintet, Op.16 (full score)
1866 / 18854 Bessems String Trio, Op.90 (parts)
1866 / 18975 Wagner Die Meistersinger von Nürnberg, WWV 96 (vocal score arr. by Tausig)
1867 × 17106 Lux Fantaisie de Concert sur 'O Sanctissima', Op.29 (ed.Peace)
1867 / 18469 Wagner Die Meistersinger von Nürnberg, WWV 96 (parts)
1867 / 19075 Stainlein String Sextet, Op.20 (parts)
1867 ○ 19905 Herz Piano Concerto No.7, Op.207 (piano solo, with cues for orch.pts.)
1868 / 19214 Lachner Suite No.4 in E-flat major, Op.129 (full orchestral score)
1869 / 19365 Gounod Menuet
1869 / 19413 Raff Symphony No.2, Op.140 (full score)
1869 / 19883 Heinefetter Macbeth, Op.13 (score)
1870 / 20078 Bezekirsky Allegro du 1er Concerto de Paganini
1870 / 20238 Balakirev Transcription of Glinka's Song 'The Lark'
1871 / 20326 Wagner Siegfried, WWV 86C (vocal score, 1st ed.)
1871 × 20401 Ritter 8 Clavierstücke, Op.5
1873 ○ 20608 Wagner Die Meistersinger von Nürnberg, WWV 96 (arrangement for pf4h, no text, by Horn)
1873 / 20800 Wagner Das Rheingold, WWV 86A (full score, 1st ed.)
1873 × 21011 Gernsheim Piano Trio No.1, Op.28
1874 / 21170 Wagner Die Walküre, WWV 86B (full score, 1st ed.)
1874 × 21264 Doppler Andante et rondo, Op.25
指使い有無調査②
http://imslp.org/wiki/Schott
　　　　　　出版社：Schott Musik International GmbH Co.KG
1770－ドイツ：マインツ
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1874 × 21284 Jensen Suite for Violin and Piano, Op.3
1875 / 21500 Wagner Götterdämmerung, WWV 86D (vocal score, 1st ed.)
1875 × 21593 Urspruch 5 Fantasiestücke, Op.2
1875 ○ 21672 Wagner Die Meistersinger von Nürnberg, WWV 96 (arr. for piano quintet)
1875 × 21774 Kowalski Marche hongroise, Op.13
1876 / 21544 Wagner Siegfried, WWV 86C (full score, 1st ed.)
1876 × 21793 Goldmark Violin Sonata, Op.25
1876 / 21929 Massenet Scènes pittoresques (full score)
1876 / 21953 Wagner Götterdämmerung (full score, 1st ed.)
1880 × 21436.1 Tricklir Cello Sonata in F major (sc&pt)
1959 / 10686 6242 Searle Aus dem Tagebuch eines Irren (v.s.)





96 Dussek Piano Trios, Op.29 (parts)
1859-
60
× 15437 Dancla 6 Airs variés, Series I, Op.89 (publ. over a span)









有無 プレートNo. 作曲者 作品名
1805 31 Call Sérénade, Op.66 (parts)
1808 / 83-85 Benincori 3 Piano Trios, Op.6 (parts)
1810 / 129 Call Flute Trio, Op.2 (parts)
1812 × 177 Ries 2 Fantasies on Themes from 'Le Nozze di Figaro', Op.77 (no.1)
1814 / 201 Küffner 25 Sonatines ou exercices faciles à l'usage des commencants pour laguitare, Op.80
1819 / 525 Krommer String Trio, Op.96 (parts)
1819 / 525 Praeger String Trio, Op.14 (parts)
1820 × 236 Drouet Fantaisie très facile, Op.39 (sc&pt)
1820 × 564 Hummel Piano Trio No.6, Op.83 (parts)
1820 × 593 Hummel Serenade No.2, Op.66 (parts)
1819/20 / 214 Drouet 3 Fantaisies, Op.35
1819/20 / 227 Drouet 2 Fantaisies, Op.38
1819/20 / 228 Duvernoy, F. Barcarolle vénitienne
1819/20 / 234 Drouet Fantaisie, Op.37
1821 × 707 Mayseder Piano Trio No.1, Op.54 (parts)
1824 × 896 Ries Piano Quartet No.3, Op.129 (parts)
1825 × 1144 Moscheles Introduction et rondeau ecossais, Op.63 (score & pts)
1827 × 1307 Alkan Variations on a Theme of Steibelt, Op.1 (edited reissue)
1827 / 1591 Mayseder Concert Variationen, Op.43 (parts)
1827 ○ 1601 Czerny Impromptu or Variations on a Theme from Weber's 'Oberon', Op.134
1827 / 1638 Reissiger Rondeau grazioso, Op.37
1827 / 1639 Reissiger Rondo alla polacca, Op.39
1827 / 1681 Müller Don d'amitié, Op.25
1828 / 1793 Czerny Introduction, variations et polonaise sur la cavatine, 'Tu vedrai lasventurata', Op.160 (orch.parts)
1827/28 × 1741 Czerny 3 Sonatinas for Piano 4-Hands, Op.156 (No.3)
1829 / 1827 Giuliani Grand duo concertant, Op.136
1829 × 2039 Czerny Sonatina in A major, Op.167






1830 / 2143 Ries Polonaise from the Räuberbraut, Op.158, No.3
1830 / 2750 Czerny Rondeau national allemand, Op.181
1831 ○ 2697 Dancla Piano Trio No.2, Op.37
1831 ○ 2867 Czerny 6 Rondeaux d'amusement, Op.201 (no.6)
1831 ○ 2868 Czerny Piano Concerto No.1, Op.214 (solo piano part)
1831 / 2881 Maurer Variations, Op.58
1831 / 2886 Czerny Introduction et Variations brillantes (pf/orch), Op.234 (pts?)
1831 ○ 2889 Reissiger Piano Quartet No.2, Op.70 (parts)
1832 / 2253 Mayer Variations on a Waltz by Count Gallenberg
1832 / 2915 Czerny Rondo à la barcarolle, Op.255
1832 / 2938 Marschner Rondino scherzando, Op.71
1832/33 / 3012 Reissiger Piano Trio No.6, Op.77 (parts)
1833 / 3046 Reber String Quartet No.1, Op.4 (parts)
1833 / 3048 Ries String Quintet No.5, Op.171
1833 / 3062 Kalliwoda Souvenir de danse, Op.31
1833 / 3071 Schaffner String Quartet, Op.28 (Lettre D. Parts)
1833 / 3087 Czerny Introduction, variations et presto finale sur un thême favori de l'opéra de'Norma', Op.281 (parts)
1833 / 3122 Czerny Intro. & variations brillantes sur un thême de Vivenot, Op.303
1834 / 3148 Drouet 3 Duos concertants, Op.204
1834 ○ 3177 Czerny Piano Sonata No.10, Op.268
1834 / 3190 Burgmüller Souvenir de Mulhausen, Op.2
1834/35 / 3257 Fürstenau Concertino (No.3?), Op.100 (pts)
1835 ○ 3301 Chopin Introduction et polonaise brillante, Op.3
1835 / 4522 Coste Souvenirs de Flandres, Marche, 4 Valses et un Rondeau, Op.5
1836 × 3374 Czerny Souvenir de Boieldieu, Op.352
1837 / 3644 Mayseder Air varié (violin & orch. - parts), Op.54
1838 ○ 2251 Alkan 2 Concerti da Camera, Op.10 (piano solo red. of No.1)
1840 / 7137 Kummer Violoncell-Schule für den ersten Unterricht, Op.60 (French-languageedition)
1841 × 3915 Verroust Caprice pour Hautbois et Piano, Op.15
1841 ○ 4643 Liszt Album d'un voyageur, S.156 (No.2b)






1842 ○ 4883 Batiste 50 Pièces d'orgue, Opp.24, 25 (Suite No.1 (1-25))
1842 / 4935 Kalliwoda 3 Etudes for Violin, Op.64
1843 × 5047 Rosenhain Piano Trio No.2, Op.32 (score and parts)
1843/44 / 6947 Marschner Piano Trio No.1, Op.29 (parts)
1844 / 5420 Croisez Claire la peureuse
1844 × 7271 Fesca La Sylphide, Op.19
1845 / 5335 Berlioz Les francs-juges, H 23 (arr. piano solo Liszt)
1845 × 5419 Czerny 6 Fantaisies brillantes sur des mélodies favorites, Op.741 (no.5)
1845 × 5450 Demersseman Cavatine, Op.47
1845 ○ 5546 Alkan 3 Andantes romantiques, Op.13 (edited re-issue)
1845 × 5547 Alkan 3 Morceaux dans le Genre pathétique, Op.15
1845 ○ 5548 Alkan 3 Scherzi di bravoure, Op.16 (edited re-issue)
1845 × 5589 Verroust Fantaisie originale, Op.1
1845 ○ 6131 Alkan Variations à la vielle (after Donizetti) (edited re-issue)
1845 × 6917 Kreutzer Grand Piano Trio, Op.5 (score and parts)
1845 ○ 7347 Lefébure-Wély Méthode pour l'Harmonium
1845 × 9300 Léonard Souvenir de Haydn, Op.2 (score & parts)
1845 × 12094 Kalliwoda Piano Trio No.2, Op.130 (parts)
1846 / 9430 Schulhoff 2 Scherzi, Op.7
1846 / 9551–53 Bordèse Le Bouquet (3 Songs, words by Plouvier)
1846/47 / 12261 Reichel Piano Sonata No.2, Op.9
1846/47 / 12278 Reichel Piano Sonata No.1, Op.4
1847 × 7633 Dancla Piano Trio No.4, Op.51 (score and parts)
1847 / 7964 Gouvy Symphony No.2, Op.12 (full score)
1847 × 8040 Mendelssohn Piano Trio No.1, Op.49 (score and parts)
1847 / 11041 Spohr Piano Sonata, Op.125
1848 × 4360 Chopin Cello Sonata, Op.65 (arr. Ferdinand David)
1848 / 7443 Mayer 12 Études mélodiques
1848 / 9822 Czerny Sonate en style de dominico Scarlati, Op.788
1849 / 7471 Willmers Nocturne, Op.62
1850 / 7603 Briccialdi Flute Concerto in F major (orch. pts.)
1850 / 10343 Briccialdi Il Rimprovero, fantaisie, Op.12 (fl&pf parts)
1850 / 10388–93 Czerny 6 Hymnes de Mozart arr. p. piano duet






1851 × 10411 Lalo Piano Trio No.1, Op.7 (score & parts)
1851 × 10441 Neukomm À la mémoire de notre ami Fr. Chopin
1851 × 10716 Hassenhut Piano Trio, Op.6 (score & parts)
1851 / 10960 Pauer Caprice en forme de tarentelle, Op.30
1852 / 7686 Léonard Violin Concerto No.2, Op.16 (vn/pf)
1852 × 7713 Dreyschock Morceau caractéristique, Op.45 (possibly a re-issue from 1847?)
1852 / 11222 Berlioz Marche funèbre pour la dernière scène d'Hamlet, H 103 (full score)
1852 / 11276 Berlioz Ouverture du Corsaire
1852 / 11326 Gouvy Sérénade, Op.11
1853 × 12537 Lacombe Piano Trio No.2, Op.41 (sc&pts)
1853 ○ 12556 Tellefsen 3 Valses brillantes, Op.5
1853 × 12557 Tellefsen Tarentelle, Op.6
1853 ○ 12636 Tellefsen Élégie, Op.7
1853 × 12671 Tellefsen Nocturne, Op.11
1853 × 12673 Tellefsen Adagio et Rondo, Op.10
1854 ○ 11765 Tellefsen Piano Concerto No.2, Op.15 (solo pf. red.) pub. date per HMB
1854 / 12814 Walckiers Flute Quintet, Op.90 (parts)
1855 / 12841 Eller 2 Études de concert, Op.2
1855 × 12842 Tellefsen 3 Feuillets d'album, Op.16
1855 × 12843 Tellefsen Nocturne, Op.17
1856 × 8876 Saint-Saëns 6 Bagatelles, Op.3
1856 / 12927 Walckiers 3 Trios for 3 Flutes, Op.93 (parts)
1856 × 12957 Alkan Salut, Cendre de Pauvre, Op.45
1856 × 12959 Gouvy Piano Trio No.2, Op.19 (score and parts)
1856 × 12966 Tellefsen Violin Sonata No.1, Op.19 (score)
1856 × 12991 Servais Souvenir de St Pétersbourg, Op.15 (cell/piano)
1856 × 13005 Blanc Cello Sonata No.2, Op.13 (score & part)
1856 / 13006 Blanc Flute Trio, Op.14
1856 ○ 13018 Tellefsen Allegretto, Op.20
1857 / 13061 Verroust 24 Études melodiques, Op.65
1857 × 13067 Blanc Piano Trio No.3, Op.24 (sc&pts)
1857 ○ 13072 Tellefsen Cello Sonata, Op.21 (score)
1857 ○ 13086 Tellefsen Toccata, Op.22






1857 × 13105 Kontski Grande fantaisie, Op.27 (score & part)
1857 / 13153 Blanc String Trio No.1, Op.25 (parts)
1857 × 13168 Alkan 3 Marches quasi da Cavalleria, Op.37
1857 ○ 13169-70 Alkan Recueil de Chants, Op.38
1857 ○ 13171 Alkan 12 Etudes in All the Minor Keys, Op.39
1857 ○ 13172 Alkan 3 Marches, Op.40
1857 ○ 13173 Alkan 3 Petites fantaisies, Op.41
1857 ○ 13174 Alkan Sonate de Concert, Op.47
1857 / 13155 Blanc Piano Sonata, Op.26
1857/58 / 6777 Aerts, F. Chant d'allégresse, polka
1858 × 13160 Verroust Grande valse pour hautbois et piano, Op.66 (score & part)
1858 ○ 13208 Tellefsen La petite mendiante, Op.23
1858 ○ 13209 Tellefsen Grande Mazurka, Op.24
1858 ○ 13210 Tellefsen Grande Etude, Op.25
1858 × 13217 Litolff Piano Trio No.1, Op.47 (sc&pts)
1858 × 13254 Verroust Solo de concert No.1, Op.73
1859 / 13264 Gouvy String Quartet, Op.16 No.1 (parts)
1859 × 13292 Verroust Solo de concert No.2, Op.74
1859 ○ 13294 Alkan Capriccio alla soldatesca, Op.50 (edited re-issue)
1859 ○ 13295 Alkan 3 Minuets, Op.51 (edited re-issue)
1859 ○ 13296 Alkan Super flumina Babylonis, Op.52
1859 ○ 13297 Alkan Quasi Caccia, Op.53 (edited re-issue)
1859 ○ 13298 Alkan Benedictus, Op.54 (edited re-issue)
1859 ○ 13299 Alkan Une Fusée, Op.55 (edited re-issue)
1859 ○ 13300 Alkan Petit conte (edited re-issue ?)
1859 ○ 13305 Alkan 2 Concerti da Camera, Op.10 (No.2 arr. piano solo, edited re-issue)
1859 × 13306 Verroust Solo de concert No.3, Op.76
1859 ○ 13310 Alkan Marcia funèbre, sulla morte d'un Pappagallo
1859 ○ 13316 Walckiers Trio in D minor, Op.97 (score and parts)
1859 × 13337 Verroust Solo de concert No.5, Op.78
1859 × 13338 Verroust Solo de concert No.6, Op.79
1859 × 13359 Verroust Solo de concert No.7, Op.81
1859 / 13390 Blanc Piano Sonata No.2, Op.32






1859 × 13393 Blanc Piano Trio No.4, Op.35 (score and parts)
1859 ○ 13400-01 Alkan 2 Nocturnes, Op.57 (edited re-issue)
1859 ○ 13402-03 Alkan 2 Petites pièces, Op.60 (edited re-issue)
1859 ○ 13405 Alkan Nocturne 'Le Grillon', Op.60bis (edited re-issue ?)
1860 × 13239 Verroust Solo de concert No.8, Op.82
1860 / 13398 Blanc Septuor, Op.40 (parts)
1860 × 13417 Verroust Solo de concert No.9, Op.83
1860 ○ 13418 Tellefsen Ballade, Op.28
1860 × 13430 Demersseman 6 Morceaux caracteristiques, Op.9
1860 × 13434 Verroust Solo de concert No.10, Op.84
1861 × 13098 Oechsner Piano Quartet, Op.21 (score & parts)
1861 / 13238 Fémy String Quartet, Lettre C. (parts)
1861 ○ 13475 Alkan Sonatine, Op.61
1861 ○ 13476 Alkan Esquisses, Op.63
1861 ○ 13482 Mozart Piano Concerto No.20 in D minor, K.466 (arr. solo piano Alkan)
1861 × 13484 Tellefsen Marche triomphale, Op.29
1861 × 13485 Tellefsen Grande Valses, Op.30
1861 / 13548 Blanc String Trio No.2, Op.41 (parts)
1862 / 6171 Bordèse Le jardin du cœur
1862 × 13541 Demersseman 6 Petites fantaisies, Op.28 (score and parts)
1862 ○ 13556 Tellefsen Piano Trio, Op.31 (score)
1862 × 13585 Walckiers Piano Trio, Op.104 (score and parts)
1862 × 13600 Tellefsen Berceuse, Op.32 No.1 (score)
1863 × 5946 Roubier Puebla, Op.37
1863 × 9173 Oechsner 6 Romances sans paroles, Op.24 (score & parts)
1863 × 13652 Gouvy Hymne et marche, Op.35 (full score/pf4h arr)
1863 × 13691 Tellefsen Joyeux Refrain, Op.32 No.2 (score)
1863 × 13698 Verroust Solo de concert No.12, Op.86
1863 × 13702 Demersseman Fantaisie originale, Op.43
1864 × 13711 Verroust Solo de concert No.11, Op.85
1865 × 8281 Oechsner Piano Trio No.2, Op.26 (score & parts)
1865 / 13713 Gouvy Piano Duet Sonata No.1, Op.36
1866 / 8355 Blanc String Trio No.3, Op.48 (parts)






1868 ○ 15333 Tellefsen Au travers d´un Songe, Op.34
1868 × 15515 Léonard Souvenirs de Bade, Op.30 (sc&pt)
1870 × 15518 Gouvy 40 Poésies de Ronsard
1872 ○ 14061 Alkan Recueil de Chants, Op.67 (edited reissue)
1872 ○ 15604 Tellefsen Violin Sonata No.2, Op.37 (score)
1872 ○ 15614 Alkan Chapeau bas!
1872 ○ 15617 Alkan Recueil de Chants, Op.70 (edited reissue)
1872 ○ 15640 Tellefsen Impromptu, Op.38
1872 ○ 15641 Tellefsen Nocturne No.4, Op.39
1872 ○ 15660 Gouvy 6 Duettos, Op.50 (score and part)
1872 ○ 15671 Alkan Bombardo-Carillon, Op.47 (edited reissue)
1872 × 15688 Gouvy Sonate No.3, Op.51
1872 ○ 15740 Roubier Riant souvenir, Op.49
1872 × 15786 Génin Carnaval de Venise, Op.14 (score and part)
1876 / 15491 Grison Pièces d'orgue (volume 1)
1876 × 15819 Hitz Le secret d'une fleur (arr. violin and piano)
1876 × 15831 Grandval Suite for Flute and Piano (score and part)
1876 / 15852 Reber Suite de morceaux, Op.31 (No.8)
1876 ○ 15864 Gouvy Variations sur un thème original, Op.52
1876 / 15922 Taudou Trio pour flûte, alto et violoncelle (parts)
1876 × 15931 Gouvy Variations sur un air français, Op.57
1876/77 / 15933, 46 Méreaux String Quartet, Op.121 (score, parts)
1877 / 15929 Weckerlin Six mélodies et un duetto
1877 / 15930 Gouvy Symphonie brève, Op.58
1877 × 16634 Agnel Trio, Op.2
1877 / 16640 Raff Scherzo, Op.148
1877 / 16646–51 Batiste 12 Offertoires, Opp.36–41
1878 × 16658 Gouvy Marche, Op.63
1878 / 16692 Reber Suite de morceaux, Op.31 (No.9)
1878 / 16695 Reber Suite de morceaux, Op.31 (No.10)
1878 × 16709 Oechsner Stabat Mater, Op.35 (vocal score)
1878 × 16828 Oechsner Concerts de famille (no.13)
1879 / 16784 Grandval Ronde de nuit (full score)






1879 △ 16805 Ries Piano Trio No.5, WoO 86 (sc&pts)
1879 × 16808 Wenner Montagnarde, Op.6 (score and part)
1882 ○ 16841 Gouvy Clarinet Sonata, Op.67 pub. date per HMB
1882 ○ 16871 Roubier Heureux présage!, Op.55 pub. date per HMB
1884 / 17252 Millet, A. Ce n'était qu'un enfantillage
1885 × 17195 Lemaigre Nouvelles pièces pour orgue
1885 / 17257 Wenner 2 Pièces pour alto, Op.13
1885 / 17270 Battanchon 12 Études dans le manche, Op.49
1885 × 17271 Grandval 2 Pieces for Clarinet and Piano (score and part)
1886 / 17418 Casella fils Danse bohémienne, cello & piano (score & part)
1890 / 19270 Reicha Quintet, Op.99 No.1 (parts)
1894 × 19518 La Tombelle Ego sum resurrectio et vita, Op.34 (score & parts)
1894 ○ 19551-56 Deshayes Pièces d'orgue, Opp.17-22
1894 / 19607-08 Sinigaglia Hora mystica (score&pts)
1895 / 19652 La Tombelle Piano Quartet, Op.24 (score&pts)
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付録 ドビュッシー《ピアノのための 12 の練習曲》への指使い記載 
ドビュッシー《ピアノのための 12 の練習曲》より 
第 1 番〈5 本の指のための〉 
第 7 番〈半音階のための〉 
第 8 番〈装飾音のための〉 
第 11 番〈アルペジオのための〉 




尚、楽譜は初版のデュラン版を使用。（Claude Debussy. 1916. Douze études pour le 
piano. édition originale. Paris: Durand. )











214  534  215
(c)
5 4(a)
214   512   312   124
542  315   432    312 542  312
(c)















2      4       3       2         5       2       3       4(a)
第2指と第4指指の間を拡げる
5
432  123    212   321 212   321  212  123
(b) ポジション保持よりスラーを一つの響きとして捉えるため強拍の第１指を避ける
104
1 5 1 4 5 1
5 1
(a) cresc.のある４拍目の変トのオクターヴには第1指と第４指を。dim.のオクターヴには手指を少し弛緩させる第5指と第1指を。
1 5  1 4   1 5
(a)4















5   5  (a)4





(c) 5 4 3 2 1
必然的にポジション保持
５４３２１
1 1 1 1
106
107
(c)3 2 4 3  2 3 2 1
半音階の行ったり来たりする旋律線の動きを強調せず、半音階が連なって生まれる響きを優先するためにポジション保持の指使いを選択。
4 4 4 4
(a)
(b)2 4
(b)3 4    3 5 4
3
(b)3143   2132   (1432     1432 )
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同音に対して指を替える 1 2 3 4
(c)





















(c)5     4321 1   2   3     4     5     432 1 2  3
(c)
43  2         3
1234 5 42(c)
3 2
4    2         3
1 3 2 4   3 5 1 3 2 4 3 5(b)
5 3 4 2
1 5 2 4 
4 2 3 4
4
4      2
2 4
(a)2  3 2   3  4    5
4
左手の拡張




5 4 5 3
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(c)5 4 3 2
5
3
4    3 2
4
1234 5 42(c)
1234 5  42(c)
(c)1   2    3     4    5   432  123
5        4 3  21
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4        2 4(a)
(a)
5
3
2
1
2
4(a)
121
24
4 2
m.g.
122
2 4
(a)
5
4(a)
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓同形のパッセージでもバスの音によって指をかえ
る。二度目は緊張感のある
和音なので第４指を用いる
123
